
 

 
 

報告第７号 

下水道事業会計予算繰越計算書の提出について 

 地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第２６条第３項の規定によ

り、繰越計算書を別紙のとおり調製したので報告します。 

  令和７年６月６日提出 

佐野市長 金 子  裕  

 



地方公営企業法第26条第1項の規定による建設改良費の繰越額

損 益 勘 定

留保資金等

円 円 円 円 円 円 円

既発注工事の完了時期に合
わせ、発注時期の見直しを
行った結果、標準工期を確
保出来ないため。
近隣工事との調整が必要で
あり、発注時期の見直しを
行った結果、標準工期を確
保出来ないため。
下水道管渠未整備箇所にお
いて、住宅建築計画があ
り、管渠整備工事を発注す
ることとなったが、標準工
期を確保できないため。
現地調査の結果、既設水道
管及び既設排水管が施工の
支障になり、その切り回し
の調整や施工に不測の日数
を要したため。

415,104,000 106,280,000 308,824,000 31,535,500 246,900,000 30,388,500 0

説　　明

国庫補助金 企 業 債

１
公　共
下　水
道事業
資本的
支　出

１ 建　設
改良費 公共下水道汚水

整備事業

令和６年度佐野市下水道事業会計予算繰越計算書

款 項 事  業  名 予算計上額
支払義務
発 生 額

翌 年 度
繰 越 額

左の財源内訳

不用額

1



損 益 勘 定

留保資金等

円 円 円 円 円 円 円

71,400,000 17,400,000 0

非線形解析の作業期間を考
慮すると年度内完成が見込
めないため。
日本下水道事業団における
設計積算作業(仮設工法検
討)に不測の日数を要し、
工事発注時期が遅延したこ
とにより、令和６年度末の
終了事業量が減じたため。

水処理センター
ストックマネジ
メント事業

230,950,000 79,300,000 151,650,000 62,850,000

72,700,000 7,660,000 0
マンホール蓋の製作期間を
考慮すると年度内完成が見
込めないため。

下 水 道 管 路 ス
トックマネジメ
ント事業

97,860,000 0 97,860,000 17,500,000

11,439,500 229,400,000 32,752,500 0

１ 公　共
下　水
道事業

１ 建　設
改良費

公共下水道雨水
幹線整備事業

管渠工事の完成時期に合わ
せて発注時期を調整した結
果、標準工期を確保できな
いため。
近隣工事との調整が必要で
あり、発注時期の見直しを
行った結果、標準工期を確
保出来ないため。
施工に関する借地につい
て、隣接工場敷地との調整
に不測の日数を要したた
め。
支障物件（東京電力・
NTT）の移設に不測の日数
を要し、工期の延伸が必要
となったため。

370,000,000 96,408,000 273,592,000

不用額 説　　明

国庫補助金 企 業 債

款 項 事  業  名 予算計上額
支払義務
発 生 額

翌 年 度
繰 越 額

左の財源内訳
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損 益 勘 定

留保資金等

円 円 円 円 円 円 円

0 24,200,000 51,024,000 0

１ 公　共
下　水
道事業

１ 建　設
改良費

水処理センター
維持管理事業

佐野市水処理センター№１
遠心脱水機の工場整備に伴
い工場搬出を予定していた
が、No.３遠心脱水機が異
常停止してしまい、修繕が
完了するまでNo.１・２遠
心脱水機が停止できない状
況となり工場整備のための
搬出ができなくなってし
まった。そこで、早急に
No.３遠心脱水機の修繕を
予定したが完了するまで約
３ヶ月を要し、年度内完成
が見込めないため。
佐野市水処理センターの汚
泥処理棟２階電気室と機械
濃縮棟２階電気室にイン
バータ盤が設置されている
が、現状、空調設備が未設
置の状況にある。近年の猛
暑により、インバータ加熱
による異常停止が多発して
いるため、早急な空調設備
の設置を必要とするが、空
調機器の製作期間を考慮す
ると年度内完成が見込めな
いため。
県事業の一部が繰越となっ
たことに伴い、佐野市の負
担分の県への納付も繰越と
なったため。

97,699,457 22,475,457 75,224,000

左の財源内訳

不用額 説　　明

国庫補助金 企 業 債

款 項 事  業  名 予算計上額
支払義務
発 生 額

翌 年 度
繰 越 額
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